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（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 1※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度～

政策検討部会

都市計画関連
※想定

施設計画

【目的】
○特定都市景観形成行為に関する審議

【審議の内容】
○施設設計段階における景観形成の方針等

設計段階
今後調整

【目的】
○都市再生特別地区による建築物の高さの最高限度に関する審議
○施設計画における景観形成の考え方の審議

【審議の内容】
○まちづくり、都市再生貢献の方針を踏まえた施設計画（建築物の高さ）
○施設計画を踏まえた景観形成の考え方

本計画における審議の内容について

Ⅰ.都市計画段階 Ⅱ.設計段階

①
●

第24回(7/6)

都市計画手続
都市計画
審議会

都市計画決定

Ⅰ.都市計画段階 Ⅱ.設計段階

●

都市計画段階 ①
（港町地区のみ対象）
■計画概要
■開発における都市再生貢献

都市計画段階 ②
■まちづくりの方針
（拠点形成と都市再生の考え方等）
■開発における都市再生貢献の方針
■建築物の高さの最高限度（案）
■景観形成の考え方（案）

②
●

第29回(9/5)

基本設計基本計画 実施設計

○

●



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 2※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

本計画地はJR関内駅、横浜市営地下鉄ブ

ルーライン関内駅に近接し、「関外地

区」に隣接した「関内地区」に位置して

いる。

計画地を含む関内駅周辺は特定都市再生

緊急整備地域に位置付けられており、旧市

庁舎街区活用事業を始め、教育文化セン

ター跡地活用事業、横浜文化体育館の再整

備による関内駅の拠点性の向上が進んでい

る。

計画地の位置づけ

※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 3※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

計画地概要

住居表示 神奈川県横浜市中区尾上町2丁目、真砂町2・３丁目、港町２・３丁目

敷地面積
港町地区：7,700㎡

北口地区：2,800㎡

地域地区等 商業地域、防火地域、横浜都心機能誘導地区（業務・商業専用地区）、第７種高度地区
中央地区駐車場整備地区、景観計画及び都市景観協議地区（関内地区関内駅前特定地区）

基準建蔽率 80％

基準容積率 800％

前面道路

港町地区
北側：市道関内本牧線[尾上町通り]、東側：山下町第7号線

西側：山下町第3号線、南側：山下町第5号線（中央：山下町第4・6・9号線）

北口地区
北側：山下町第2号線、東側：山下町第3号線、南側：山下町第5号線

西側：県道21号横浜鎌倉線[鎌倉街道・関内大通り]

※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成 ※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成

※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 4※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

本計画におけるまちづくりの考え方（まちづくりの背景）

・大通り公園から関内駅周辺、横浜公園、日本大通りへと連続す
る緑の軸線を中心とした公共空間が存在
・特徴的な賑わいを形成するストリートや、歴史性、界隈性のあ
るエリアが周辺に存在
・関内駅周辺のまちづくりの進展により、駅周辺における拠点性
向上に向けた取組が具体化

低層部の賑わいの連続性を保ちながら、関内駅前という立地を踏
まえ、市街地再開発事業等の集約化を通じて結節点機能の強化を
図る。「国際的な産学連携」「観光・集客」機能を誘導すること
にあわせて、「商住共存地区」と同様に、業務・商業機能と居住
機能が適切に共存したまちづくりを目指す街区。

賑わいのストリート

歴史性・界隈性の中心部

・新型コロナ感染症の拡大を受け、「働く」「暮らす」場である
都市に対するニーズも変化・多様化。
・職住遊学の融合、自宅以外のワークプレイス、ゆとりある屋外
空間の構築の必要性の高まり。
・一方で経済活動の中核を担い、生活サービスの提供を行う都市
の重要性は基本的に変化していない。

○ゆとりがあり、人々の生活の新たな「場」となる広場や公
共空間の創出
○今後の社会情勢の急激な変化や、環境変化、大規模災害等
にも対応可能な、柔軟性を備えた拠点づくり

○緊急かつ重点的に市街地の整備を推進すること
○拠点性を強化する産学連携・観光集客機能の整備
○土地の再編による交通結節機能の整備
○国際的なビジネス環境の形成に向けた居住・生活環境の整備

○特徴ある多様な周辺エリアとのつながりの強化
○関内の象徴となる空間・景観の形成
○周辺エリアとの連携等によるまちの魅力向上

計画地

感染症拡大前に比べて、生活を重視する人々が約50%と回答

公園利用者が2019
年度から2020年度
にかけ増加

50% 40%

生活を重視するように変化
変化はない

仕事を重視するように変化
わからない

・特定都市再生緊急整備地域（横浜都心・臨海地域）

都市再生緊急整備地域

特定都市再生緊急整備地域

「世界が注目し、横浜が目的
地となる新しい都心」の実現
に向けた施策に取り組む。
横浜都心・臨海地域の主要な
交通結節点としての交通ター
ミナル機能を整備。

・関内駅周辺地区エリアコンセプトプラン

※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 5※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

本計画におけるまちづくりの考え方（関内における拠点のあり方）

※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 6※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

本計画におけるまちづくりの考え方（拠点整備の内容）

※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 7※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

本計画におけるまちづくりの考え方（複合拠点整備のイメージ）



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 8※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

計画概要と都市計画（案）

地区計画の区域(案)

地区整備計画の区域に追加する区域(案)

Ａ地区

Ｄ地区

Ｃ地区Ｂ地区

Ｅ地区

都市再生特別地区を
変更する区域（案）

港町地区

北口地区

※基盤地図情報（国土地理院）

を加工して作成

※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 9※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

関内駅前地区における景観形成のポイント（関内駅前地区の景観誘導に対する考え方より）
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重要な視点を踏まえたまちづくり・景観形成のポイント

・横浜中華街・横浜公園方面とイセザキ・馬車道方面をつなぐネッ
トワーク
・日本大通り・横浜公園から大通り公園へとつながる都市軸（緑の
軸線）の強化

・新たなまちを印象づける、象徴となる広場空間の形成
・周辺の街へいざなう、周辺の街から呼び込む空間の形成
・建物と広場・通りの一体的な利用を促すマネジメントの実施

・既存の緑との連続性を持たせた緑の配置と演出
・歩行者の視線を意識した建物の緑化などによる緑量感の演出

・高質で持続性あるマネジメントの検討
・マネジメントの仕組みを踏まえた「居場所」の形成

・関内地区の玄関口としての風格あるデザイン
・近景の形成における建物中低層部分の配慮

・新旧建物の関係性を利用した意匠上の工夫
・新たな景観の中にも横浜ならではの歴史を見出す工夫

・周辺地域、都心臨海部全体の回遊性の向上
・歩行者の目線における魅力的なシーンの展開

まちづくり・景観形成において重要な視点

・賑わいの拠点の形成
・賑わいの周辺地域への波及

・落ち着いた潤いのある空間
・建物の長大感の軽減

・ふらりと立ち寄りたくなる、引き込まれるような多くの「居場
所」の創出

・駅前の大規模空間における象徴性の形成
・圧迫感の軽減や、周囲の街並みとの調和

・「開港の地」としての歴史性の継承

・圧迫感の軽減
・再興する関内を象徴する品格のある建物の表情

・透明感や素材感の明度、中層部の要素減による圧迫感の軽減
・様々な視点による圧迫感の軽減や象徴性等の検討
・高層建築物の連なりやまとまりを意識した積極的な工夫
・他地区の高層ビルと異なる個性を持ち関内を象徴する群像景

視
点
場
で
の
景
観

品
格
の
あ
る
表
情
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部
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・



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 10※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

本地区の景観形成における重要な視点

J R

※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 11※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

本地区の景観形成における重要な視点（景観形成の考え方）

※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成

※ゼンリン3D地図データを加工して作成



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 12※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

「歩いて楽しい空間づくり」による縦・横のつながりの強化

※基盤地図情報（国土地理院）を加工して作成



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 13※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

都心臨海部における関内駅周辺の拠点性の考え方

3

※ゼンリン3D地図データを加工して作成



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 14※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

遠景の考え方



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 15※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

中景の考え方

横浜市「関内駅前地区の景観誘導に対する考え方」より抜粋



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 16※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

近景の考え方

横浜市「関内駅前地区の景観誘導に対する考え方」
より抜粋



（仮称）関内駅前地区第一種市街地再開発事業 政策検討部会資料 17※本資料は当地区の景観形成について横浜市都市美対策審議会政策検討部会より意見を伺うための資料であり、
計画内容は今後の関係機関協議により変更する場合がございます。

景観誘導に対する考え方を踏まえた本計画における取組
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重要な視点を踏まえた
まちづくり・景観形成のポイント 港町地区・北口地区におけるまちづくり・景観形成の方針

・関内駅前南口から北口まで連続した歩行者専用道路を整備し、内陸を馬車道・イセザキか
ら横浜公園まで横につなぐ歩行者軸を形成。

・通りと一体感のある重層的な賑わいの創出により、歩きたくなる駅前の通りを形成。
・くすのきモールに呼応したゆとりある歩行者空間を形成し、港へつづく縦の軸を強化。

・横浜中華街・横浜公園方面とイセザキ・馬車道方面をつ
なぐネットワーク
・日本大通り・横浜公園から大通り公園へとつながる都市
軸（緑の軸線）の強化

・新たなまちを印象づける、象徴となる広場空間の形成
・周辺の街へいざなう、周辺の街から呼び込む空間の形成
・建物と広場・通りの一体的な利用を促すマネジメントの
実施

・既存の緑との連続性を持たせた緑の配置と演出
・歩行者の視線を意識した建物の緑化などによる緑量感の
演出

・高質で持続性あるマネジメントの検討
・マネジメントの仕組みを踏まえた「居場所」の形成

・関内地区の玄関口としての風格あるデザイン
・近景の形成における建物中低層部分の配慮

・新旧建物の関係性を利用した意匠上の工夫
・新たな景観の中にも横浜ならではの歴史を見出す工夫

・人々の多様な活動を街へと表出させ、関内を訪れる人々による象徴性を形成。
・各方面の街への入り口となる広場を整備し、周辺の街とのつながりを強化。
・広場や歩行者空間を活用し、建物との一体性が感じられる連続的な賑わいの形成。

・関内駅前において一体感の感じられる緑化を検討。
・建物低層部や公共空間等を活用した重層的な緑化により、通りを歩く人々が緑の潤いを感
じられる空間を検討。

・公共空間活用制度等を用いた賑わい形成に努めるとともに、地域に関わる人々による持続
的な空間活用を検討。

・関内駅前の立地を活かした一体的な賑わいの形成による、ふらりと立ち寄りたくなる居場
所を創出。

・関内駅周辺を訪れる人々の視線を意識した顔づくりを行い、関内駅周辺における新たな景
観像を創出。

・低層部をセットフロントさせ、賑わいにより低層部への視線の誘導を行うことによる高層
部の圧迫感の軽減。

・開港の地・横浜としての歴史を継承し、国内外問わず多様な人々が集まり、人々の活動が
見られる複合拠点らしい景観を形成。

・横浜の都市デザインおいて重要な「緑の軸線」の更なる強化と、地域の景観資産である
「関内桜通り」の景観への配慮。

・周辺地域、都心臨海部全体の回遊性の向上
・歩行者の目線における魅力的なシーンの展
開

まちづくり・景観形成において
重要な視点

・賑わいの拠点の形成
・賑わいの周辺地域への波及

・落ち着いた潤いのある空間
・建物の長大感の軽減

・ふらりと立ち寄りたくなる、引き込まれる
ような多くの「居場所」の創出

・駅前の大規模空間における象徴性の形成
・圧迫感の軽減や、周囲の街並みとの調和

・「開港の地」としての歴史性の継承

・圧迫感の軽減
・再興する関内を象徴する品格のある建物の表情

・透明感や素材感の明度、中層部の要素減による圧迫感の軽減
・様々な視点による圧迫感の軽減や象徴性等の検討
・高層建築物の連なりやまとまりを意識した積極的な工夫
・他地区の高層ビルと異なる個性を持ち関内を象徴する群像景

・低層部をセットフロントし、低層部へ視線を誘導することによる高層部の圧迫感の軽減。
・北口地区の高さを抑え、緑の軸線を挟む2棟のプロポーションへ配慮することにより、
「緑の軸線」の強化を行う。

・関内駅前における3棟の群景の形成により、関内駅前の拠点性の向上を図る。
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